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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

27（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 放課後 

28（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 放課後 

29（水） 全学年     昭和の日    

30（木） 全学年 休業日 

１（金） 全学年     創立記念日代休     

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

２７日（月） ２８日（火） ２９（水） ３０（木） １（金） 

鶏すき焼き 

大豆ひじき煮 

すまし汁 

うどん 

野菜エビ天ぷら 

いなり 

店休日 店休日 

 

店休日 

 

 

【今日のいいね！】 

 

 

東区花火大会の学校開放に、凄まじい数の

地域の方々がご来校されました。予想よりはる

かに多くのご来校でしたので、花火が一切見え

ずに帰られた方々もおられたほどでした。 

有り難いことです。立花に限らずどの学校も

その地域の一員として存在しているのです。地

域の方のご理解ご協力がなければ、とてもじゃ

ないですが学校だけで教育はなり立ちません。 

日頃の感謝の一つの形としてこうして学校を

活用できることはとても幸せです。学校と地域と

の垣根がなくなればなくなるほど、地域総がか

りで生徒さんたちを気にして頂けるのです。 

 

バスにて 

天神地区に出かける際に私はよくバスに乗車します。都市高速を使って 20分

少々の小旅行を、音楽を聴きながらうつらうつらとまどろみながら過ごす時間が大好

きです。帰りはそのままつい乗り過ごしてしまうこともあるので油断できませんが       

 

最近に限った話ではないのですが、バスに乗る度にとてもとても気になることがあ

ります。目的地まで運んで頂いた運転手さんに、何のお礼の言葉も会釈もなしに降り

ていく乗客の方ばかりなのです。私にはとても理解できません。自他の相互の助け合

いで成り立っている社会です。運転手さんの横を何も言わずに素通りで降りていく

方々は、社会を自分一人の力だけで生きて行っておられるのでしょうか？いかなる場

面であっても、誰かに感謝を伝える行為は何よりも最上位で大切なはずです。 

 

バスに限った話ではないと思います。コンビニでもお客様も店員さんも、お互いに

『ありがとうございました』と言葉をかけあってこそ初めて人と人との関係性が生ま

れるはずです。遠い外国から日本にやってきて一生懸命にレジ打ちから覚えて立派

に接客をする方々もたくさんおられます。彼らはおそらく『ありがとうございました』を

真っ先に学んだのではないでしょうか。それに対して無言でスルーする私たち日本人

は、なぜこんなにも他者に無関心でいられるのでしょうか？悲しくてたまりません。 

 

『当たり前』の反対は『有り難い』です。私達の身の回りのに、何一つ当たり前の

ことなどありません。どんなことでも私たちにとって『有り難い』ことのはずです。感謝

の言葉を発しましょう、と言う見てくれの指導ではありません。『ありがとう』と思える

感性を、どうか自分の中で大切に育んで欲しいのです。AI社会になっていくならな

おさら、人の心から発せられる『ありがとう』の感謝がなくなってしまうのは心配です。 

 


